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揺
れ
る
台
湾
史柳

本
通
彦

や
な
ぎ
も
と
・
み
ち
ひ
こ

京
都
市
生
ま
れ
。
99
年
度
「
潮
賞
」
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部

門
優
秀
賞
受
賞
。
著
書
に
「
台
湾
先
住
民
・
山
の
女
た
ち
の

聖
戦
」（
現
代
書
館
）「
台
湾
革
命
」（
集
英
社
新
書
）「
明
治

の
冒
険
科
学
者
た
ち
」（
新
潮
新
書
）
な
ど
。
最
新
刊
に
「
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
現
場
を
歩
く 

台
湾
原
住
民
族
と
日
本
」

（
か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版
部
）
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台
北
観
光
の
定
番
コ
ー
ス
が
様
変
わ
り

し
た
。
故
宮
・
忠
烈
祠
・
龍
山
寺
に
続
い
て

中
正
紀
念
堂
と
い
う
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
の
が
、

こ
の
と
こ
ろ
、
最
後
の
ス
ポ
ッ
ト
は
１
０
１

ビ
ル
（
現
在
世
界
第
二
の
高
層
）
に
置
き
換

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
中
正
紀
念
堂
の
「
中
正
」
と
は
蒋
介
石
の

こ
と
。
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
、
こ
こ
は
蒋

介
石
元
総
統
の
功
績
を
称
え
た
記
念
館
で
、

巨
大
な
坐
像
が
正
面
に
鎮
座
し
て
お
り
、
そ

の
衛
兵
の
交
代
式
が
日
本
人
観
光
客
の
人
気

を
集
め
て
い
た
の
だ
。

　

蒋
介
石
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
７
５

年
。
そ
れ
か
ら
５
年
の
歳
月
を
か
け
て

現
在
の
紀
念
堂
と
広
場
が
建
設
さ
れ
た
。

７
万
５
０
０
０
坪
以
上
に
達
す
る
広
大
な
も

の
で
、
そ
の
中
心
に
建
つ
本
堂
そ
の
も
の
は

北
京
の
天
壇
を
模
し
て
設
計
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
紀
念
堂
の
看
板
が
昨
年
末
、「
台
湾

総
統
は
「
外
来
の
独
裁
者
」
蒋
介
石
よ
り
も

低
い
評
価
な
の
で
あ
る
。

　
３
月
に
総
統
の
改
選
を
控
え
る
民
進
党
と

し
て
は
、
な
ん
と
か
蒋
父
子
の
イ
メ
ー
ジ
を

貶
め
て
、
台
湾
人
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
と
、
中
正
紀
念
堂
の
廃
止
を
強
行
し
た
の

だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
前
掲
調
査
で
も
６

割
の
市
民
が
反
対
の
気
持
ち
を
表
明
し
た
と

い
う
。

　
そ
し
て
総
統
選
の
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
１
月
の
立
法
院
選
挙
。
与
党
民
進
党
は
、

小
選
挙
区
制
度
な
ら
で
は
の
地
滑
り
的
敗
北

を
記
し
、
全
１
１
３
議
席
の
う
ち
27
議
席
し

か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
惨
敗
と
し

か
い
い
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
が
人
材
不
足
を

露
呈
し
た
民
進
党
施
政
８
年
間
に
対
す
る
有

権
者
の
厳
し
い
評
価
だ
っ
た
。

　
選
挙
期
間
中
、
民
進
党
は
、
国
民
党
時
代

の
悪
政
を
並
べ
立
て
、
民
主
化
の
成
果
を
誇

示
し
た
。
し
か
し
市
民
は
、「
民
主
化
」
に

も
「
台
湾
化
」
に
も
飽
い
て
い
た
。
清
廉
か

つ
堅
実
な
経
済
政
策
を
こ
そ
望
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
で
中
国
国
民
党
馬
英
九
候
補
の
支
持

率
が
６
割
に
達
し
、
俄
然
優
位
に
立
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
馬
英
九
候
補
は
、
中
正
紀
念
堂

の
名
称
を
従
来
に
復
帰
さ
せ
る
と
公
言
し
て

い
る
。
玄
関
口
た
る
空
港
の
呼
称
だ
っ
て
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
重
要
ス
ポ
ッ
ト
の
名

前
が
、
と
き
ど
き
の
政
治
家
の
思
惑
で
簡
単

に
変
更
さ
れ
る
混
乱
振
り
に
、
基
層
公
務
員

は
そ
の
た
び
に
翻
弄
さ
れ
、
市
民
は
冷
た
い

視
線
を
送
っ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
台
北
市
内
の
バ
ス
停
も
地
下

鉄
も
、現
在
は
存
在
し
な
い「
中
正
紀
念
堂
」

の
駅
名
の
ま
ま
不
変
で
あ
る
。

民
主
記
念
館
」
と
「
自
由
広
場
」
に
取
り
替

え
ら
れ
、
衛
兵
も
従
来
の
展
示
も
〝
撤
去
〞

さ
れ
た
。
事
実
上
、
中
正
紀
念
堂
の
歴
史

に
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
い
え
る
。
桃
園
空

港
・
台
湾
郵
政
な
ど
、
次
々
に
呼
称
の
「
台

湾
化
」
を
進
め
る
陳
水
扁
総
統
の
政
策
の
一

環
だ
が
、
今
回
の
場
合
は
、
か
つ
て
の
独
裁

者
の
威
光
を
消
し
去
り
た
い
と
い
う
き
わ
め

て
政
治
的
思
惑
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
台
湾
の
民
衆
の
中
で
、

蒋
介
石
・
蒋
経
国
両
総
統
に
対
す
る
憧
憬
が

い
ま
だ
に
根
強
く
、
台
湾
某
紙
が
お
こ
な
っ

た
、
歴
代
総
統
の
貢
献
度
を
問
う
市
民
の
意

識
調
査
に
よ
る
と
、
台
湾
に
も
っ
と
も
貢
献

が
あ
っ
た
と
思
う
総
統
は
誰
か
？　
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
第
一
位
は
蒋
経
国
で
50
％
、

第
二
位
は
李
登
輝
の
11
％
、
つ
い
で
蒋
介
石

の
6
％
、
最
後
が
陳
水
扁
の
5
％
と
い
う
回

答
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。
な
ん
と
陳
水
扁
現

中正紀念堂の広場は「自由広場」に改称された


